
平成26年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 監査事務局

事業名称

監査委員事業

事
業
概
要

○監査委員事業
　・例月現金出納検査の実施(4月～3月)
　・決算審査等の実施(6月～8月)
　　　ｱ.決算審査　ｲ.基金の運用状況審査　ｳ.健全化判断比率等審査
　・事務事業の執行等に係る監査の実施(9月～3月)
　　　ｱ.定期監査　ｲ.行政監査
　・財政援助団体等に対する監査の実施(12月～1月)
　・職員の賠償責任に関する監査の実施（4月～5月）
　・長の要求に基づく監査の実施（2月～）
　・専門的知識習得のための研修会へ参加した

目
的

決算審査、例月現金出納検査、財政援助団体等監査、定期監査等に関することを対象に監査
委員の職務を補助し、効率的な監査業務の推進を図る

対
象

市役所全部署及び
財政援助団体等

2 6 1 144
予算

款 項 目 決算書 目　　　名

頁 監査委員費

経常 監査委員事業 監査委員３名 報酬 3

臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他

4,851 4,465

評価
一般

4,465

計 4,851 4,465 0 0 0 4,465
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２４～Ｈ２６（決算額）、Ｈ２７（予算現額） ６．Ｈ２８年度予算の方向性

市財政や行政執行の適切かつ効率的な運営を担保する

成
果
指
標

指標名 監査機能の充実 目
標
年
度

－

数値 目標 年１２回 目標 本庁の全部署

－数値

目標
本庁支所の全部署及び小中学
校、幼稚園、学校支援センター

決算審査実施対象部署 ｃ 定期監査実施対象部署 ｄ 財政援助団体等監査

指標の設定理由

目標 ４か所

成果指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 活動指標名 単位 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

監査機能の充実
－ －

活
動
指
標

指標 a 例月現金出納検査 ｂ

－ 例月現金出
納検査

回
12

100.0

26

回 12 回 12 回

－ － －

－
c

a

うち経常経費 4,513 4,385 4,465 4,737

％ 100.0 ％ 100.0 ％

b
決算審査実
施対象部署

ヶ所
26 ヶ所 ヶ所 25 ヶ所

－ － －

財
源

理由国　　費

％ 75.0
ｄ

財政援助団
体等監査

ヶ所
3 ヶ所 3

％

①監査事務説明会の充実や業務改善・提案型監査の推進を図る。
②職員の専門知識の習得と監査能力の向上を図る。
③ホームページ等を活用した情報の発信に努める。

決 算 額 （千円）

ヶ所

①効率性と実効性の確保
②監査事務局職員の専門性の向上
③監査情報の発信

市　　債

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

4,513 4,385

課題 定期監査実
施対象部署

ヶ所
64 ヶ所 64

対応（改善点等） 75.0 ％ 75.0

県　　費

方向性

ヶ所 3

ヶ所 57 ヶ所

－ －

4,465 4,737
前年並

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

源
内
訳

3 地方自治法に規定されている事業。

継続 監査の充実を図ること。

一般財源 4,513 4,385 4,465

うち経常 4,513 4,385 4,465

監査体制の充実強化が求めら
れている。

市　　債

事業費に係る人件費 12,881 13,076

3

評価内容

3.00

4,737

必要性の再確認 3
地方自治法、地方公営企業法等に基
づき実施している。

責任領域の精査

客観的な立場から監査を行い、適正
な事務執行に寄与している。

13,307 13,380

 ① 事業の
　  必要性

 ② 行政の
　　関与性

 ④ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性

 ③ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析

4,737

着眼点 分析 分析根拠

そ の 他

事業費に係る人役 3.00 3.00 3.00

地方自治法に規定されている事業。
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